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研究成果の概要（和文）：本研究では，高校家庭科における生活時間教育に着目し，時間の長さだけでなく，ど
のように過ごしたかの時間の質も考慮した新たな「時間の尺度」を開発することを目的とした。そのために高校
生に調査を行い，高校生の時間に対する意識を検討した。その結果，時計の進み方を基準として３～５段階の時
間尺度を用いることが考えられた。また，それを用いて教育の場に還元するために，高校家庭科で今までは展開
されてこなかった「長さ」と「質」との双方を組み入れた「時間の尺度」を用いた授業内容を提案した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to develop a time scale for home economics 
education in high school. I carried out survey research.  A survey on time consciousness was 
conducted on high school students. The questionnaire comprised five categories: 1. when the passage 
of time feels slower than the clock; 2. when time feels synchronized with the clock; 3. when the 
passage of time feels faster than the clock; 4. when the clock seems to have turned in a blink; and 
5. when it feels like the clock has stopped.
We found the  results of the study indicate that it is necessary to think about the quality of time 
as well as the length of time in high school home economics classes.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高校家庭科の生活時間教育において，時間の長さと質の双方を重視した考え方の提案と，その授業案への展開
は，生活時間の質的な概念を含んだ授業案・教材等はほとんどない高校家庭科教諭にとって新たな手法として意
義があった。同時に，生活時間管理に悩む高校生にとって，身近な尺度を用いて自分自身の生活を振り返ること
のできる結果となり，生活時間管理能力の向上に寄与するものとして社会的な意義もあったと判断される。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
多忙化が叫ばれる中，どのライフステージにおいても「生活時間管理」が重要であることは至
極当然であり，時間管理術と名のつく図書が出版されたり，時間管理表の作成が進められたり，
さらには，時間管理アプリなるものも開発されるようになったりと身近なところで時間管理に
関する情報を得ることができる。生活を研究対象とした家政学会・家庭科教育学会等の学界に
おいても，生活時間に関わる研究が蓄積され，また，学校教育における家庭科教育でも生活時
間に関する指導は実践されてきた。しかし，高校家庭科で扱う内容としては，家事時間や仕事
時間が何時間など時間の長さについて触れているものである。翻って，密度の濃い時間を過ご
そうという時間の（長さだけではない）質も重要であるが，現状ではその尺度が見当たらず，
家庭科で学ぶ生活時間について，その「質」については展開されていない。 
 
２．研究の目的 
生活時間管理の重要性は論ずるまでもないが，今後社会人として生活する前段階の時期にある
高校生が，生活時間について学び，自己管理力として自らの生活時間を管理する力をつけるこ
とは特に重要である。そのようななか，本研究では時間管理をより有効で現実的なものとする
ために，時間の長さだけでなく，どのように過ごしたかの時間の質も考慮した，新たな「時間
の尺度」を開発することを目的とした。さらにそれを教育の場に還元するために，高校家庭科
で今までは展開されてこなかった「長さ」と「質」との双方を組み入れた「時間の尺度」を用
いた授業内容を提案するものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では，以下の手順で研究を進めた 
（１）高校生における生活時間学習の現状と課題を確認した。 
（２）高校生の生活時間意識を調査し，その結果を分析した。 
調査は高校家庭科に展開できる時間の「質」の尺度を検討するものである。 

（３）高校家庭科における生活時間学習の新たな授業内容の提案をした。 
高校生対象に実施した調査の結果を用い，質と長さの双方の時間の尺度を用いた高校家庭科
授業での実施内容を提案するものである。 

 
４．研究成果 
本研究の成果は下記の通りである。 
（１）高校生における生活時間学習の現状と課題を確認 
高校家庭科の教科書分析の結果などから，高校家庭科において時間も生活資源の一つとして

位置付ける内容となってきたことが確認されたが，一方で高校生への調査からは高校生は生活
資源としての時間を有効に使いたいという意識も多くみられることも確認された。高校生にお
ける生活時間学習の現状と課題を確認した結果，同じ時間をどのような中身で過ごすのかとい
った時間の‘密度’から考えることも必要であることが導き出された。 
（２）高校生の生活時間意識を分析した 
時間の尺度を検討するために，高校生に対し時間意識調査を実施した。その調査の調査対象・

時期と内容および結果については，下記のとおりである。 
①調査対象・時期 
調査対象は，石川県内の高校に通う生徒である。本調査は数の把握が主目的ではなく，高校

生の意識の傾向を確認するための調査であり，高校教諭を通じて生徒に配付・回収を依頼し 61
名分を回収した。調査時期は 2018 年 5 月であった。 
②調査内容 
時間の密度を検討する手段として，本研究では体感時間により生徒の時間意識を検討するこ

ととした。具体的には時間の進み方を時計と比較して，１．時間がたつのが時計よりも遅く感
じるとき，２．時間がたつのが時計と同じように感じるとき，３．時間がたつのが時計より早
く感じるとき，４．時間を忘れてしまうとき，５．時間の感覚がなくなるとき，の 5段階にわ
けて「思いつくものをあげてください」として自由記述で回答を求めた。 
③調査結果 
それぞれの段階における回答結果を表１に示す。 
表は，それぞれの段階で出現頻度の多かったものである。なお，分析に際し，原則的には単

語での区切りであり，例えば「楽しくない」は楽しい（形容詞）＋ない（助動詞）の 2語にわ
かれる。そのような場合は単純に分析すると表１では「楽しい」という単語が上位となってし
まうが，確認したところ，すべて「楽しくない」と用いられており，誤解を避けるために表中
には「楽しくない」で示してある（「面白くない」も同様）。 
各設問での空欄（無回答）は，１は 0人，2は 6人，3は 0人，４は 1人，５は 4人であった。
5は挙げづらいかと思ったが，それ以上に 2の無回答が多かった。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，その結果について，段階ごとに検討した。その際，図１にあるような関連度に応じたマ
ッピングも用いて検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分類した 5段階すべてにおいて頻出頻度の高かった語を関連度に応じたマッピングを用いて検
討した結果をまとめたものが下記である。 
・「時間がたつのが時計よりも遅く感じる」ときとして，8割の生徒が授業の時間をとしており，
形容詞に「つまらない」「楽しくない」がつけられている。また，待つ，耐えるといった語句と
あわせて，「強制」のキーワードが連想される。 
・「時計が進むのと同じ感覚で時間が過ぎていく」ときとして「授業」が挙げられているが，そ
こにはプラスやマイナスの評価は入っていない，淡々と過ぎる「日常」としての行為が挙げら
れる。 
・「時計よりも早く時間が進む」ときとして読書，ゲーム，部活，友達と遊ぶなど自由選択行為
や，お風呂に入るなどのリラックスできる時間など，「任意」で行うものが挙げられる。 
・「時間を忘れるとき」は上記同様，ゲームをするなどの自由選択行為を挙げる者が多いが任意
で行うものと同時に若干「非日常」の場面も入っている。 
・「時間の感覚がなくなる」ときとしては，「非日常」の場面を挙げる者が多かった。 
 
（３）高校家庭科における生活時間学習の新たな授業内容の提案 
調査の結果も踏まえて本研究としては高校家庭科における生活時間学習において，下記の内容
を授業に取り入れることを提案した。 
①本調査で用いた 5段階，もしくは「時間のたつのが時計よりも遅く感じるときとき」と「時

間のたつのが時計よりも早く感じるとき」の 2段階を示し，生徒それぞれに思いつくものを挙
げさせる。その後，出てきた回答をもとに，同じ行為（たとえば部活や授業）でも捉え方に差
があること，すなわち同じ行為として過ごした 1時間でも，人によって意味が異なってくるこ
とを自覚させたうえで，同じ行為でも捉え方に差があるのは何故か，また，同じ 1時間をどの
ように過ごすこと望まれるのかも考えさせる。 

 表１　回答結果（頻出順）

キーワード 出現頻度キーワード 出現頻度キーワード 出現頻度 キーワード 出現頻度 キーワード 出現頻度

授業 48 授業 10 する 19 する 24 寝る 12

つまらない 11 する 10 遊ぶ 15 ゲーム 11 する 11

する 7 部活 7 友達 11 スマホ 9 いる 7

楽しくない 6 食べる 7 ゲーム 10 遊ぶ 7 見る 6

受ける 5 勉強 7 寝る 7 友達 6 緊張 5

部活 4 ご飯 4 見る 7 寝る 6 ボー 3

勉強 3 見る 3 部活 6 さわる 5 ショック 3

１．時間がたつのが、
時計よりも遅く感じると
き

２．時間がたつのが、
時計と同じように感じ
るとき

３．時間がたつのが、
時計より早く感じると
き

４．時間を忘れてしま
うとき

５．時間の感覚がなく
なるとき

 

 

図２ 「時間がたつのが時計よりも遅く感じるとき」に挙げられた語のマッピング
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②一日のうちで「強制」「日常」「任意」「非日常」の場面に該当する行為を挙げさせる（一つ
の行為が複数の場面に該当することも可能）。その後，生徒自身の一日は，どのような場面が多
いのかを確認させたのち，「強制」「日常」「任意」「非日常」それぞれのカテゴリーに分けられ
る内容と，その時間の充実度や時間のたち方との関係について考えさせる。 
以上の授業内容は，生徒たちに「時間」というものを改めて考えてもらうきっかけになると

同時に，生活時間を生活資源として位置づけることが可能となる。すなわち高校生の現状の課
題解決にもつながると同時に，生活時間を生活資源の一つとして将来の生活設計に生かす力に
もつながる授業として提案できた。 
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